
リハビリセンター藤川
第４回 運営推進会議

令和３年９月
新型コロナウイルス感染症対策として

資料を配布しご意見を頂く形をとりました

ご意見やご感想、ご質問
などがございましたら、
同封の用紙かこちらのＱ
Ｒコードから、よろしく
お願い致します。



リハビリセンター藤川の概要
〇事業者 株式会社会津リハビリテーション研究所

代表取締役 真部敦
〇事業所の種類 地域密着型通所介護（会津美里町指定）

介護保険事業所
〇開設年月日 平成２９年６月１日

〇利用定員 １５名（午前１２名 午後１５名）
⇒新型コロナウイルス感染症対策として１０名を上限として調整
中
〇管理者 真部沙織



〇利用対象者 会津美里町在住で、要介護・要支援・事業対象者
として認定を受けた方

〇営業日 月曜日～土曜日（年末年始を除く）

〇利用料金（１割負担の場合で食事とおやつ代別）
事業対象者・要支援１ 約２，０００円 / 月
要支援２ 約４，０００円 / 月



〇利用料金（１割負担の場合でおやつ代別） 単位：円
利用１回あたりの料金（個別機能訓練や入浴介助の利用により、
１００円～２００円程度料金が増加）

要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５
半日 415 476 538 598 661

〇その他 料金
食事 ５００円 / １食 ※新型コロナウイルス感染症対策
として中止中 希望者には弁当あり
おやつ １００円 / １日
プログラム材料費 利用に応じて



サービスの概要
〇入浴 ： 個浴のみ
〇食事提供 ： 午前コースまたは午後コース
〇送迎 ： 送迎車輌4台
〇個別機能訓練： 機能訓練指導員1名
（作業療法士常勤専従1名）
運動（7-8種類程度のマシントレーニングが中心）
日常生活動作練習、脳トレ、創作活動、農業、買い物など



利用者の状況：R3.7月現在 男女比 4:6

事業
対象者

要支援1 要支援2 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5 合計

男性 1 4 9 11 8 0 0 0 33

女性 4 3 15 8 7 1 0 0 38

合計 5 7 24 19 15 1 0 0 71



令和2年度 介護認定の変化

●更新を受けた方 40名

●要介護度が重くなった方 9名（22.5％）

●要介護度が維持できた方 26名（65％）

●要介護度が改善された方 ５名（12.5％）



職員体制：常勤3名 非常勤4名

●管理者：１名（生活相談員兼務）
●生活相談員：３名（介護職員兼務）
●機能訓練指導員：1名（専従）
●介護職員：5名（専従1名、生活相談員兼務2名、看護職員兼務
2名）



事故について

●施設内での転倒事故が２件あった
⇒大事には至らなかったが、受診してもらい、診察費をこちらで
負担させてもらった。
⇒トイレの入り口に手すりを追加設置した。



移動スーパーが定着し、週４回来ても
らっています



畑は規模縮小にてやっています



新型のトレーニ
ング機器も入れ
ましたが、ソー
シャルディスタ
ンス確保のため
撤去中です

腕と背中が鍛え
られます



同一敷地内に訪問看
護ステーションを開
設しました

看護師や作業療法士
が自宅に訪問して、
看護やリハビリサー
ビスを提供します。

介護保険・医療保険
適応



利用者さんが新型コロナウイルス感染症
にかかってしまい、５月に休業しました

テーブルは横並びとしました。



おわりに
●新型コロナウイルス感染症が発生し、半月ほど休業をした。自
治体の指導を受けながら感染対策をとってきたものの、発生を防
ぐことができなかった。
●感染症発症後、常勤職員の退職があった。利用定員を減らして
運営を続けている。
●再度感染症が発生することが十分に考えられる。休業中には利
用者さん、ご家族、関係者の皆様に大変な迷惑をかけた。休業に
よる日常生活自立度の低下などが少なからずあったため、今後は
周辺事業所と連携して業務継続のための対策をしていく必要があ
ると考えている。



会議出席者

高齢者あんしんセンター 三津谷若子 様
上中川区⾧ 横山隆一 様
民生委員 渡部和恵 様
利用者さんご家族 １名
リハビリセンター藤川 真部沙織


